










 

 最も国体を通じ、好きになったと確認できるのは

“選手”75.8％であるが、全体的に体育の授業に対

しては意欲的な意識を持っている事が確認できる。   
参加の形態を問わず、国体によって「あまり好き

ではない」や「まったく好きではない」と感じてい

る児童・生徒は1割未満（約30名程度）であるが、

存在していることも着目すべき点である。 
 
図表4 学校の勉強に対する意識（参加形態別、％） 

とても好き まあまあ好き あまり好きで
はない

まったく好き
ではない

選手(n= 36） 8.3 55.6 27.8 8.3

関与強(n=155) 23.9 63.2 9.7 3.2

関与弱(n= 98) 23.5 56.1 16.3 4.1

国体の影響を受けていると感じている児童・生徒　289名（28.2％）

χ2=13.12,d.f.=6,p<.05

 
図表5 体育の授業に対する意識（参加形態別、％） 

とても好き まあまあ好き あまり好きで
はない

まったく好き
ではない

選手(n= 66） 75.8 21.2 1.5 1.5

関与強(n=232) 61.2 33.2 5.2 0.4

関与弱(n=149) 71.1 21.5 4.0 3.4

国体の影響を受けていると感じている児童・生徒　447名（43.7％）

χ2=14.54,d.f.=6,p<.05

 
 
３）地域に対する意識 
自分が住んでいるまちに対する愛着心について、

国体が「とても影響している」「まあまあ影響して

いる」と回答した者は901名（88.0％）と高い値を

示した（図表6）。 
総じて、「好きではない」という回答は皆無であ

り、参加の形態に関係なく、自分が住んでいるまち

（地域）に対しては国体を通して愛着心を抱いてい

ることが明示できる。とりわけ“関与弱”の児童・

生徒は「とても好き」62.5％と、地域に愛着心を強

く持っていることが確認できる。この結果から、「県

民総参加」の号令のもと、全国からの参加者に対す

る全県的なおもてなし活動への参加が、岐阜県や自

身の住む地域のロイヤリティを形成する契機とな

り得ることも予測できる。 
 
図表6 地域に対する意識（参加形態別、％） 

とても好き まあまあ好き

選手(n=108） 51.9 48.1

関与強(n=401) 51.4 48.6

関与弱(n=392) 62.5 37.5

国体の影響を受けていると感じている児童・生徒　901名（88.0％）

χ2=10.95,d.f.=2,p<.01

 

４）「社会性」の獲得 
 先行研究の知見から「国体に対する意識に留まら

ず」国体開催の意義を見出す指標として、児童・生

徒の「社会性」の獲得に着目する。 
 前述の通り、「社会性」を測定する尺度により「意

思表示」、「目標遂行」、「対人関係」、「創意工夫」の

4つの因子構造を明らかにすることができる。 
 
①国体への参加形態別にみる「社会性」の獲得 
まず、国体への参加形態別による一元配置分散分

析を行い、参加形態の違いが尺度得点にどのように

反映されているかを検討した（図表7）。 
 結果、“選手”と“関与強”の間で「目標遂行」

の獲得度に顕著な有意差（p>0.001のみ図示）を確

認できた。しかし、総じて、国体への参加形態別で

はどの「社会性」においても獲得度に大きな違いは

認められなかった。 
 
図表7 社会性因子得点の比較（参加形態別） 
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 次に、単に国体への参加形態だけではなく、練

習・準備や本番の関わりに対する満足感や、国体の

各種事柄に対する印象の残存性と「社会性」の獲得

との関連を分析した。 
 
②国体関与への各種満足度と「社会性」の獲得 
 練習会や講習会に関する事柄（12 項目）に対し

「5.とても満足している」から「1.まったく満足し

ていない」の5段階で回答を求めた（図表8 ※“選

手”および“関与強”の児童・生徒への限定項目）。 
 結果、引率者や指導者、一緒に参加した人たちへ

の満足度が高いことがわかる。 
 続いて、これら 12 項目の点数を合算し、満足度

が高い群（高群）、中程度の群（中群）、低い群（低

群）の 3 群に分類した（平均値 48.6±0.5SD）。一

元配置分散分析を行い、練習会や講習会への満足度

が社会性の尺度得点にどのように反映されている

かを検討した（図表9）。 
 結果、練習や講習会への参加に対し、満足度が高
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い者ほど各種社会性の獲得度も高いことが有意に

示された（p>0.001 のみ図示）。特に「対人関係」

については、全体的に高い得点を示しており、満足

度の上位項目でもある「引率者、指導者、一緒に参

加した人たち」とのコミュニケーションとの関連性

が示唆される。 
 
図表8 練習会や講習会に対する満足度（平均値） 
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図表9 社会性因子得点の比較（参加満足度別、限定項目） 
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③国体の印象度と「社会性」の獲得 
国体の各種事柄（15 項目）に対する印象につい

て、「5.とても残っている」から「1.まったく残って

いない」の5段階で回答を求めた（図表10 ※“選

手”および“関与強”の児童・生徒への限定項目）。 
 結果、選手の「頑張っている姿」、「華麗なプレー

や技」、「レベルの高い試合」などが上位を占め、選

手に対する印象が色濃く残っていることが確認で

きる。 
 続いて、これら 15 項目の点数を合算し、印象度

が高い群（高群）、中程度の群（中群）、低い群（低

群）の 3 群に分類した（平均値 51.4±0.5SD）。一

元配置分散分析を行い、国体に関する印象度（印象

の残存性）が社会性の尺度得点にどのように反映さ

れているかを検討した（図表11）。 
 結果、国体に対する印象度が高い（多く残ってい

る）者ほど各種社会性の獲得度も高いことが有意に

示された（p>0.001 のみ図示）。特に「対人関係」

については、全体的に高い得点を示している。 
 
図表10 国体に対する各種印象度（平均値） 
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図表11 社会性因子得点の比較（国体印象度別、限定項目） 
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 上記①～③の結果から、国体に参加する児童・生

徒は、参加の形態を問わず、練習・準備から本番ま

での満足感や、国体の各種印象度などが高まること

で、社会性の獲得に何らかの影響を及ぼすことが示

唆される。 
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4-2．インタビュー調査結果 
 アンケート調査結果から、練習や準備への参加度、

国体への印象が強く残っている児童・生徒を抽出し、

各学校から許可された7名に対し、インタビュー調

査を実施した（図表12）。調査においては、調査員

2名による半構造化面接法を採用し、予め準備した

質問項目を対話の展開によって適宜変更している。 
 
図表12 インタビュー調査の概要 

調査対象者

a…式典演技者（女性、小学4年生）
b…式典演技者（女性、小学4年生）
c…式典演技者、おもてなし活動実施者（女性、小学6年生）
d…式典演技者、おもてなし活動実施者（女性、小学6年生）
e…式典前演技者（女性、高校2年生）
f…選手（男性、高校1年生）
g…おもてなし活動実施者（男性、中学1年生）

調査期間 アンケートへの回答から3週間以内

調査方法
・調査員2名による半構造化面接法（一部、調査員1名）
・児童、生徒が所属する学校の一室にて40分程度

主な調査内容

・国体で最も印象残っている事柄
・運動・スポーツに対する意識
・学校の勉強、体育に対する意識
・岐阜県や住んでいる地域に対する意識
・国体を通した自身の変化  

  
インタビュー調査結果から主な回答を記述で箇

条書きにまとめ、項目毎に分類し下記に列挙する。 
また、アンケート調査結果と符合する口述や新た

な視点等については下線で示している。 
 
１）国体で最も印象残っている事柄 
（b）太鼓の演技とか色々な演技が見られるからい

いなぁと思った。最後に色々な楽器が出てきて、

上級生が綺麗に移動するのがすごいなぁと思

った。一員だったのがすごくうれしい。 
（c）オリンピックでも出なかった水泳の世界新記

録が出たことが一番の印象。学校で先生やみん

なと話した。 
（d）私は卓球をやっていて、○○高校にとても強

くて憧れている姉妹の選手の試合を観ること

ができたことが印象強かった。 
（e）式典前演技で、両陛下の前で演奏できること

はすごいことだと思って臨んだ。こんなに大き

い（普段の会場の4倍くらいの大きさの）場所

で演奏したことがなくて感動した。 
（f）地元開催が一番大きかった。小６の頃にター

ゲットエイジということで自分も出場できる

かも知れないと期待していた。 
（f）五輪選手と色々な話ができた。そういう選手

に追いつきたい。正直なところ、国体が終って

からは競技へのモチベーションが下がったが、

調整を重ねてきたから、不思議と記録は伸びる。

だから、また頑張らないといけないって思う。 

２）運動・スポーツに対する意識 
（a）バドミントンをすごくしたいが、近くで教え

てもらえるところが無い。どこかにできたらす

ぐにでも通いたい。 
（d）国体の演技の練習の後にお父さんとしか卓球

をやっていなかったが、みんなから卓球のこと

を聞かれて、自分でもやって上手になりたいと

思った。 
（g）国体はお金もいらなかったので、撮影したり、

気軽にアドバイスがもらえた。それから高校生

の大会などに上手く時間を使い友達を誘って

観に行くようになった。 
 
３）学校の勉強、体育に対する意識 
（a）いろいろな市や県から人が来るから、「社会」

が国体に関わっているような気がして、「社会」

に興味が出てきた。一番苦手だけど。 
（a）体育は好き。演技では走る場面が多かったか

ら、足がちょっと速くなったなぁと思う。だか

ら体育が楽しくなった。 
（c）授業の時間を使って練習をすることが、逆に、

選手を真面目に応援しようという本気モード

にさせてくれる時間だったと思う。 
（d）演技の待ち時間に勉強していたら、友達がわ

からないところを教えてくれた。協力してくれ

たり、教え合ったりしてくれると、勉強が楽し

いということがわかった。 
（e）球技が得意じゃないので、体育は積極的には

できないが、体育の授業で普段一緒に動いてい

る友達が、国体に出ているのがすごいなぁと思

った。 
（f）国体に関わるようになってから、勉強は「ま

あまあ好き」になった（落ちた）。勉強につい

ていけなくなった。9月は始業式が始まっても、

学校には3回しかいけていなかった。2ヶ月く

らいは大変だったが、今は先生にも補習をして

もらったので大丈夫。準備から大会中は必死だ

が、今考えるともうちょっと勉強させてほしか

ったなぁって思う。 
 
４）岐阜県や住んでいる地域に対する意識 
（a）演技の練習中に熱中症で倒れた子に高校生の

人たちやうちの学校の上級生が「大丈夫？」っ

て声をかけている場面を見て、人が優しいなぁ

と思った。 
（c）岐阜県って結構田舎だけど、国体が開かれて

今もすごく賑やかになった気がする。近所の人

に声をかけられるし、自分から「おはようござ

います」って挨拶ができるようになった。 
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（d）やっぱり、岐阜県出身の芸能人を見てより好

きになった。国体ひとつでこんなに県民が集ま

ってくれるんだなぁっていうことが嬉しかっ

たし、また岐阜県が好きになった。 
（f）岐阜県が優勝して、岐阜県の底力を見た。し

かし、やはり開催県が優勝するのだろうか。前

回大会の岐阜県の総合成績も知らない。 
 
５）国体を通した自身の変化 
（a）仲間と協力できるようになった。班行動の時

に声をかけられるようになった。以前は、仲が

良い友達とだけ協力していたけど、今は大勢で

協力できる。 
（b）国体が終わった後のほうが、友達と協力でき

ていると思う。外に出るときに帽子を忘れてい

る子に教えてあげるなど、今までは言いづらか

ったけど、今は言えるようになった。 
（c）声を出すのが苦手だったけど、開会式や閉会

式で、自分達が応援を担当する県の人達に「頑

張れ―」と声を出すことで、自分の気持ちを伝

えることができると思った。 
（d）国体前は、帰るときも一人だったし、みんな

に当ったりした。心を開いた友達にしか声をか

けられなかったが、たくさん友達をつくること

ができた。 
（d）演技はペアだったが、協力する本当の意味が

わかって日常生活でも協力することを頑張っ

ていたら、交友関係も良くなった。 
（e）自分からはあまり人にしゃべりかけないが、

国体の練習の時に、あまり理解できていない子

がいて困っていたので、自分から行動して教え

てあげたことが、今の自分にプラスになったか

なぁと思う。人との関わりが増えた。 
（f）トレーニング方法とかストレッチを入念にす

ること。 
 
６）今後の国体への興味・関心 
（b）テレビでやっていたら見てみたい。 
（c）他県に行ったことがないので、国体を通して

行ってみたいなぁと思う。 
（d）別の県で競技を観てみたいと思う。毎回卓球

はどうしても見たい。 
（e）競技も気になるが、自分は式典前演技に出さ

せてもらったので、今後、他の県がどのような

演技をするのかがすごく気になる。 
 
 インタビュー調査の結果を概観すると、批判的な

意見はほとんど聞くことがなく、自身の生活と結び

ついている回答が多い傾向にあった。 

4-3．保護者に対するアンケート調査結果 
調査協力の承諾が得られた4校の児童・生徒の保

護者（計480名）を対象にアンケート調査を実施し

た。アンケートの配布・回答・回収は各学校長の指

示のもとに、学級単位で実施され、最終的に430名

から有効回答が得られた（有効回収率89.6％）。 
 この調査は、学校や地域と共に、児童・生徒の最

も身近な家族社会への影響の一端を把握すること

や、児童・生徒の変化に関する保護者からみた客観

的な評価を得るため補足的に実施した。結果を一部

抜粋し、報告する。 
 「岐阜国体に児童・生徒が関わるようになってか

ら、自身はどのくらい国体に興味や関心が増えた

か」について「大変増えた」から「全く増えていな

い」の4段階で回答を求めた（図表13）。結果、「大

変増えた」35.8％「まあまあ増えた」48.9％と、8
割以上の保護者が児童・生徒の関与に伴い、国体へ

の興味・関心を深めていることがわかった。 
 
図表13 保護者の国体に対する興味・関心の変化（％） 

35.3 

48.9 

12.8 

3.0 

大変増えた まあまあ増えた あまり増えていない 全く増えていない  
 
 また、「岐阜国体に児童・生徒が関わるようにな

ってから、家族で運動・スポーツをしたり、観戦し

たりする機会が増えたか」について「大変増えた」

から「全く増えていない」の4段階で回答を求めた

（図表14）。結果、約4割の家庭において、家族間

における運動・スポーツ機会の創出を確認できた。 
 
図表14 家庭内における運動・スポーツへの関わりの変化（％） 
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 児童・生徒の国体参加に伴う変化について、自由

記述欄に様々な意見が記述された。肯定的・批判的

意見に分類し抜粋した結果を以下に示す。 
＜肯定的意見＞ 
・暑い中での練習などでも弱音を吐くことなく、努

力する強さが身に付いた。 
・とても心に残った様子で、ビデオを何度も見ては

いろいろな話をしてくれる。 
・練習が大変だったようだが、運動や体力作りの大

切さを感じている。 
・演技をする事に興味を持ち、ダンスを習い始めた。 
・休日に国体の練習がある時は、普段ため込んでし

まう塾の宿題を早めに終わらせようとする努力

が見られた。 
＜批判的意見＞ 
・練習期間が長すぎたので、「また練習」と嫌そう

だった。汗で目が真赤になりすごく疲れていた。 
・夏休みなど毎週のように練習があり、親としては

大変だった。もう少し練習日数・時間を考えても

らえると良い。 
 
５．まとめ 
 本調査研究全体を通して得られた知見は以下の

通りである。 
１）国体への参加形態に関わらず、児童・生徒は国

体に関わることで運動・スポーツに対する意識

を高める傾向がある。しかし、参加する活動に

よっては、「する」「みる」それぞれの嗜好を助

長することも想定される。 
 ⇒【仮説１】を棄却 
２）国体への参加形態によっては、児童・生徒の学

習意欲の低下を招いており、特に“選手”が顕

著であるが、“関与弱”の児童・生徒も例外で

はない。 
⇒【仮説２】を一部支持 
また、国体への参加形態に関わらず、体育の授

業に対しては意欲的な意識を持つようになる。 
 ⇒【仮説２】を棄却 
３）国体への参加形態に関わらず、自身が住んでい

るまち（地域）に対し、国体を通して愛着心を

抱くようになる。 
 ⇒【仮説３】を棄却 
４）国体への参加形態別では、どの「社会性」の獲

得度にも大きな差異はみられない。しかし、練

習・準備から本番までの満足感や、国体参加か

ら受ける各種の印象度などが高まることで、社

会性の獲得に何らかの影響を及ぼし日常生活

に変化を与えることが示唆される。 
 ⇒【仮説４】を棄却、【仮説５】を支持 

５）児童・生徒の国体参加を契機に、運動・スポー

ツを媒介とした家族間のコミュニケーション

が創出されることが示唆される。 
 
本研究では、国体との接点が「希薄」であった児

童・生徒における学習効果の低さを想定した場合に、

国体というスポーツイベントは一部の関わり合い

の強かった者に対してのみの、いわば「局部的な教

育効果」をもたらす可能性を探るには至らなかった。 
今後は、「国体開催前の児童・生徒に対する教育

的な配慮点」や「国体開催後に求められる教育的配

慮点」といった、国民“体育”大会が果たすべき教

育的・社会的機能性について検討することも求めら

れ、本報告がその一助となることを期待する。 
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